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協定締結（胆振管理区） 間伐方法現地検討会（渡島東部管理区）

３ 管理区評価現地検討会

事業が目的どおり実施されているかや有効であるかを評価し、その経過や結果をわかりやすく道

民に説明するととともに、次期の道有林基本計画や整備管理計画に反映させるため、各森林室にお

いて平成28年度に室内及び現地説明会を開催しました。

（１）開催状況

（２）参加者の公募方法

市町村広報、新聞広告、ポスター、チラシ、文書、森林室ホームページ など

（３）主な参加者

地域住民、市町村職員、国有林職員、林業事業体、森林組合・漁協職員、森林ボランティア関係

者、NPO関係者、自然保護団体関係者、研究職員 など

（４）各森林室での主な意見等

参加者からは、森林整備や資源管理、木育などに対して約120件の意見が寄せられました。主

な意見、要望などは次のとおりです。
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現地検討会における主な意見と対応

現地説明（上川南部管理区） 室内説明（網走東部管理区）
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Ⅴ 今後の課題

１．多様で健全な森林の育成

道有林では、森林の公益的機能の維持増進に向けた取組が着実に進んでいますが、森林総面積

の約２割を占める人工林については、11齢級以上の利用期を迎える面積の割合が平成24年では

全体の28％であったのに対して、平成28年では43％に急増し今後もこの割合が増加する見込

みとなっています。その一方で、人工林の約７割を占めるトドマツは、最近の調査研究により高

齢化に伴って腐朽被害率の高い林分が増加し、木材としての利用価値が低下するほか、風倒被害

を受けやすくなるなど、森林の経済性や健全性を維持できなくなるおそれもあることがわかって

きました。このほか、昭和30年代の積極的な拡大造林やその後の造林の停滞により、人工林の

齢級構成に著しい偏りが生じており、安定的に事業量を確保する上で支障となるとともに、林業

の持続的な発展の妨げにもなります。

さらに、近年は、極端な気象現象による大雨災害等が頻発していることから、森林の有する水

源涵養機能や山地災害防止機能が十分発揮されるよう災害に強い森林づくりを進めていくことが
かん

求められています。

こうしたことから、トドマツ等の人工林の主伐・再造林を積極的に進め、齢級構成の平準化を

めざすとともに、引き続き、生物多様性の保全など公益性を重視した森林づくりに取り組むなど、

地域の特性に応じて多様で健全な森林を育成していく必要があります。

２．地域への貢献

本道において人工林の主伐が本格的に進む中、森林所有者等による伐採後の再造林を促し、森

林資源の循環利用を確実に進めるためには、森林施業の低コスト化を一層進め、原木の安定供給

体制の構築や地域材の利用促進、林業事業体の育成などに取り組んでいくことが必要です。さら

に、本道では、全国を上回るスピードで人口減少が進行しており、特に道有林が所在する山村地

域では過疎化や高齢化が著しいことから、林業・木材産業をはじめ幅広い分野の関係者が密接に

連携し、地方創生に向けて総合的な対策を講じていくことが重要です。

こうしたことから、今後は、道が自ら森林を所有し管理運営する道有林の強みを活かし、積極

的な主伐に伴って生産量が増加する道有林材を計画的かつ安定的に供給するとともに、道有林材

の供給を通じて道産木材の需要拡大や林業事業体の育成につなげていく必要があります。

さらに、森林レクリエーションや観光、森林体験学習等の木育活動の場の提供など森林の保健

休養機能を含めた多面的な機能に着目し、道有林を活用して観光等の地域産業の活性化を図り、

都市と山村との交流人口の拡大や雇用の創出を促すなど、地域の振興を図っていくことが必要で

す。


